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檜原村藤倉のさとやま学校・東京を訪ね

た際、本棚に地底探検の古い本があった。

小学生の頃に読んだ記憶があるフランスの

ケービングのお話だ。子供の時から本の紙

魚で、探検記も市立図書館や学校の図書室

から借りて読んでいた。もうすぐ終わるだ

ろう人生の探検記は書き終えた。苦難はあ

ったが、それは探検につきものの冒険だか

ら、その結果の自業自得である。ただし、家

族との時間を蔑ろにしたことは職業とはい

え、悔いること多く、申し訳なかった。僕の

探検は学術探検と観光旅行であった（図 1）。

詳細は自選集に書いたので、ここでは記さ

ないで、日本の大学探検部の始まり（京都

大学）と僕らの自然文化誌研究会（愛称、東

京学芸大学探検部）の 50 年史を簡単に振り

返っておきたい。 

 

 

図 1. 探検/冒険と主課題との関係（40 周年記念第 35 回環境学習セミナー2015） 

 

 

長澤和俊（1969）から冒険行動の前史を表 1

に要約抜粋する。15 世紀末かに始まったヨ

ーロッパ人の地理的探検は、20 世紀の初め

頃までに地球上のあらゆる地域を明らかに

した。このために、これからの探検は、ある

地域の内容や実態を明らかにするための探

検となろう（第 1 型）。課題追及のための探

検（第 2 型）はコムギの祖先を求めた木原

均の中東探検、南米アンデスに初期文明の

発掘を志した泉靖一の探検などである（川

喜田二郎）。記録の競争の探検（第 3 型）は

名誉を求めてのスポーツ的、冒険的である。 
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探検とはサイエンスとアドベンチャーの

魅力に富んだカクテルである（フックス）。

探検に冒険はつきものであるけれども、決

して冒険をすることが探検の目的でも本来

の姿でもない。探検とは人類が未知に向か

ってその真実を知ろうとする探求行動であ

る。 

学術調査は出発前にすでに調べようとす

るものが決まっており、いわば仮説の検証

である。一方、探検はもっと全体的、全人的

な未知の世界の調査である。探検と言うの

は、やはり地球の上で、自分らの領域の外

に秘密を求めていくのがその筋道だ（中尾

佐助）。探検には冒険の要素が入ってくるの

である。結局、探検とは人間が自然に対し、

いかに不撓不屈の精神をもって戦えるか、

その可能性と限界を見極めようという要素

も入っている。（探検への）非難の大部分は

むやみに他人にいいことをさせたくないと

言った島国根性、日本の伝統的な思考形式

による中傷なのである。 

 

表 1. 現生人類の探検/冒険の前史 

 

 

本多勝一（1998）は次のように言ってい

る。素材がなければ、プラスにさせること

はできない。探検は素材としての意味を持

つのである。探検精神とはパイオニアの精

神である。常に率先して新しいジャンルを

切り開き、先鋒に立つ精神である。地域探

検には、探検家の精神が誠実なヒューマニ

ズムによって貫かれていなければ、決して

その地域の真相を理解することはできない。

ましてそこに住む人間の探検などは、とう

てい不可能であろう。 

 また、梅棹忠夫（1959）は次のように言っ

ている。冒険の否定という、日本において

一般的に承認されている人生哲学の原則に

合うからなのだ。探検は単なる冒険ではな

い。それは慎重な準備とさまざまな配慮の

上に組み立てられた複雑な事業である。同

時に、根本において冒険的精神を含まぬよ

うな探検などと言うものが、意味を持つだ

ろうか。一般的な人生の問題として、冒険

を全面的に否定するような考え方が、健康

さと創造力を持ち続けることができるもの

だろうか。同じ原理が、日本社会のあらゆ

る場面で、作用している。命令を守って危

冒険前史 主な事例　（13万年BP～1913）

年代 隊長 海外 日本

13～12万年前 ホモ・サピエンンス ホモ属の出アフリカ

8～6万年前 ホモ・サピエンンス ホモ属の出アフリカ

中略

前7世紀 アリステアス スキタイ地方探検

前334～323 アレクサンドロス大王 東征

399 法顕
求法のために際息を経てインドへ行き、帰途
は南海諸国を経て帰国

629 玄奘三蔵 インドに行き、西域経由で帰国

1245～1247 プラノ・デ・カルピニ モンゴル帝国に遣使

1253～1256 ギョーム・ルブルク モンゴル帝国に遣使

1254～1291 ポーロ父子 モンゴル帝国

1325～1349 イブン・バトゥータ アフリカ、アラビア、アジア各地

1405～1432 鄭和 モロッコからニジェル川を探検

1497～1499 ヴァスコ・ダ・ガマ インドに行き、西域経由でインド航路探検

1501 アメリゴ・ヴェスプッチ ブラジルを探検

1518 ヘルナンド・コルテス メキシコ遠征

1519～1522 マゼラン 世界周航

1524 フランシスコ・ピサロら インカ帝国

1533 ピサロ インカを征服

中略

1635 佐藤嘉茂左衛門 樺太踏査

1785 最上徳内 樺太踏査

1809 間宮林蔵 樺太、沿海州を探検

1852 リヴィングストン ザンベジ川水源を探検

1893 スウェン・ヘデン 中央アジア探検

1899～1902 河口慧海 ネパールからチベット

1901 ロバート・スコット 南極探検

1902 大谷光瑞 中央アジア探検

1910 アムンゼン 南極探検

1910 白瀬矗 南極探検

1913～1923 多田等観 ブータンからチベット

長澤和俊（1969）より抜粋。
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険を冒すことはあっても、自発的な意思で、

未来に対して自分をかけるということは、

日本では、始めからないのだ。 

 日本で最初に創部された大学探検部は京

都大学探検部で、本多勝一が中心となって

準備をして始まった（本多 1998）。彼は今西

錦司や木原均の学術探検に憧憬を抱き、大

学探検部を創ることにした。イギリスの大

学探検部を参照しながら、探検講座を開催

して周到な準備を行い創立に至らしめた。

今西ら OB と本多ら学生の学び合い、話し合

いで進められたのだが、ここには当時およ

び未来の、生物学や文化人類学の優れた研

究者や学生たちが集っていた。この間の概

要を表 2 にまとめた。 

 

表 2. 京都大学探検部の創立と継承発展 

 

 

第二次世界大戦に敗戦後、多くの海外学

術調査隊が遠征するようになった。僕の師

匠は阪本寧男である。彼は木原均の最後の

助手（遺伝学研究所研究員）で、彼がエチオ

ピアに行って、雑穀に興味を持った時に偶

然が重なって弟子入りした。従って、僕は

京都大学出身ではないが、木原学派の系譜

の上に学問的には位置づくし、京都大学農

学博士（1980）である。木原均や中尾佐助に

は直接お会いしている。特に中尾佐助の理

論にはかなり傾倒した。東京学芸大学に就

職した際に阪本の示唆で、自然文化誌研究

会 （大学探検部）を創ろうと、ポスターを貼

ったところ、4 人の学生が参加して、西原調

査を始めた（1975）。図 2 はその後の歴史を

まとめたものである。そのうちの男子学生

が今の代表理事である中込卓男である。 

一方で、塚原東吾や中込貴芳らは冒険探

検部を別に創っていたので、双方の協議の

上で 1982 年に合併して、東京学芸大学自然

文化誌研究会冒険探検部、愛称学大探検部

になった。その後、大学公開講座子供向け

の冒険学校に熱が入ってきたので、冒険好

きの学生にはあきたらずに、冒険探検部は

独立的に活動していた。しかし、御多分に

漏れず、他大学と同様に、学生の活動は次

第に低調になり、ついに 2020 年に廃部に至

った。ただし、OB 会である自然文化誌研究

会は NPO 法人化して（2004）、今日まで 50

年継続してきた。冒険学校は山梨県小菅村

2 
京
都
大
学
探
検
部
の
創
立
と
継
承
発
展



民族植物学ノオト第 18 号：32-34.（2025）   Ethnobotanical Notes vol.18:32-34. (2025) 

33 

 

に独自のキャンプ場を造って、通年開催し

ている。これに加えて始めた農学校は学生

サークルちえのわの学生たちが継承してキ

ャンパス内の彩色園（環境教育研究センタ

ーの教材植物園）で通年開催し、彼らは冒

険学校の運営にも協力している。 

 

 

図 2. 自然文化誌研究会の主な活動の関連 

 

 

これまでの 50 年間の主な活動を表 3 にま

とめた。図 2 に示したプロジェクトを中心

に冒険探検活動とその普及啓発活動を続け

ている。多くの学生や小金井市民、小菅村

民に支えられ、それなりの成果を蓄積して

きたことに高い誇りを持っている。順風満

帆な道行きではなく、常に困難な状況下に

置かれたが、何とかそれなりに楽しく友情

によって乗り切ってきた。詳細は 50 周年記

念誌で記されるだろう。 
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表 3. 学大探検部の活動史概要 
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